
The Japanese Society for Planetary Sciences

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Planetary 　Soienoes

220 日本惑星科学会誌Vo1．10．No．4，2001

千貝 健

　 2001年 3月 に 北大理 地惑 で 学位 を取得 した，千貝

健 （ちが い たけし）で す．

　博士論文 の タイトル は 「不均質プ レソ
ーラー粒子の

生成条件」で す．プ レソ
ーラー粒子は ， 太陽系形成以

前に 進化した星 の 周りで 形成 され ， 太陽系形成時に

変成を受けずにその まま隕石中 に 取り込まれ た もの で

ある と考えられて い ます．星間 ダ ス トの 生成か ら惑星

形成 に至 る星 間物質の 進化や ， 星内部 で の 元素合成

過程等 に 関する貴重 な情報 を多く含んで い るこ とが期

待されるため， 近年，精力的に研究が進め られて い る

の で すが，そ の 研究は ほ とん ど 同位体組成を調べ る

こ とに費や され て い まし た．私は，進化 した星 の 回 り

の
，
ど の ような物理条件 で 生成した の か を調べ るた め

に，凝縮論 の 立 場 か ら調べ ました，詳細 は お い とい て，

今まで に な い くらい 詳細 に 生 成条件を決定す る ことが

で きる ように なっ たと思 っ て おります．

　思えぱ，こ こ まで 来るの に い ろ い ろありました．学部

（東京理科大）時代に ふ と惑星科学に興味を持ち，な

ん の 予備知識もなく北大の 院試 を受け，そ の 後，山本

哲生先生の 部屋 の 扉を叩く（普通 は 扉を叩 い て か ら院

試を受 けるそうで す）， とい う無謀 か つ 失礼 きわまりな

い こ とをしたの が，そもそもの はじまりで す．修士 2年

の 時に小笹隆司先生 （当時神戸大学）に プ レソ
ーラー

粒子を紹介してもらい ，そ の 後 の 研究の 道筋が決定し

ました．博士2年，山本先生 の 転任とともに，名古屋 大

学理学研究科 に委託学生 となりました．それからは，

北大 に 転任して きた 小笹先生との 議論 の た め に 名古

屋札幌を往復する とい う生活を学位を取る まで続けま

した．山本先生 と小笹先生 に は ， こ の 場を借りて 感謝

の 意 を表したい と思 い ます．

　今後は，理論 ・観測
・
実験 を結 び付け て，太陽系の

材料となっ たダ ス ト粒子が どの ような環境 ・どの ような

プ ロ セ ス で 形成 され た の かを明 らか に して い こ うか と

考えて おります．

　今年度 （2001年度〉は 日本学術振興会の 特別研究員

として 名古屋大学環境学研究科 に 籍を置 い て お りま

す，来年度以降の 行き先が未定で すが，今後 ともよろ

しくお願い します．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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New 　Face

吉田 信介
　平成12年の 3月 に 東京大学理学系研 究科で 学位 を

取得 した吉 田 信介 と申します．博士論文 の タ イトル は

“
Experimental　Determination　of　a　Thermal　Model　of

the　LUNAR −A 　Penetrator　and 　lts　Applicatian　to　Lunar

Heat　Flow　Measurements
”
で す．

　LUNAR −A計画では ， 2機 の ペ ネトレ
ー

タを月面に貫

入させ，月震計測 と共に月熱流量計測を実施す る予

定 で すが，月熱流量計測精度 に 大きな影響を与える

要因の
一一

つ に ペ ネトレータの 熱数学モ デ ル の 精度が挙

げられ ます．こ の ペ ネトレ
ー

タ の 熱数学 モ デ ル の 構築

が 本研究 の 主なテ
ー

マ で す．ペ ネトレ
ー

タ は月震計 を

は じめ として様々 な機器が搭載され て い る複合物質で

あり，全体 の 熱モ デ ル を構築するの は一筋縄で は い き

ませ ん．そこで，まず10cm オーダー
の 大きさの 主要な

構成要素毎に熱物性 （熱伝導率，比熱）を計測で きる

シ ス テ ム を構築しました．ペ ネトレ
ータが貫入す る月

レ ゴ リス 温度，約一20℃で の 熱物性を重点的に計測し，

月熱流量計測精度に与える影響が大きい 構成要素に

つ い て，10％精度で の 測定 に 成功 しました．

　 上記の実験データをもとに搆築したモ デ ル が ， 実際

に組みあが っ たペ ネトレ
ータに 適用で きるか の 確認 と

未計測 の構成要素の熱物性を推定す る 目的で ，
ペ ネ

トレータ （実機相当 の 貫入試験用 モ デ ル ）に対 して の

熱試験 を実施しました．実験 は宇宙研 の 大型 ス ペ ー

ス チ ェ ン バ ー内 に 自作の 調温装置を設 置し，そ の 中

に輻射率既知 の 熱制御テ ープで覆われたペ ネトレ
ー

タを吊 る して 実施して い ます．調温装置温度変化 に 伴

うペ ネトレータ表面温度変化を計測し，ペ ネトレ
ータの

熱物性を推定するとい う手法を用い ました。この 実験

デ
ー

タを元 に モ デ ル を修正 し，構成要素毎に熱物性

を測定した結果とも矛盾しな い 熱モ デ ル の構築に成

功しました．

　 構築 された熱モ デ ル を使用 した2次元軸対称 の 数値

シ ミュ レーシ ョン を実施し，月レ ゴ リス 貫入後の ペ ネト

レータの温度履歴を求め ました，ペ ネトレータが 月面
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に 垂 直 に 貫

入 し，定常状

態 で 月熱 流

量計測を行う

とい う仮定 の

元で は，熱 モ

デ ル の 誤 差

に起因する月

熱流 量 計測

誤差は 10％未満に 抑 えられ る事を確認しました ．

　 以 上 が 博士論文 の 主な内容 で す．学位取得後も私

は 宇宙科学研究所に 居座りつ づ けて い る 訳 で すが，

最初に 宇宙研を訪れたの は 学部生の 時 で した．学部

4年 の 時 に 「ようこ う」の 可視光デ
ータを 陽 震学 に 利用

で きない か ？（太陽 の 自由振動 の 重力波 モ ードが 検出

で きな い か ？〉とい う演習を行っ た の で すが ， そ の時

に通 っ た の がきっ かけで修士過程から宇宙研 に所属

するようになりました．当初は月震に興味があっ た もの

の ， 小 天体に も興味が わき， 探査候補小 天体の 探索

（軌道計画 の 見地 か ら）の 検討 に微力 な が ら参加 させ

て 頂きました．その 後 ， 修士2年から月熱流量計測 シ

ス テ ム の 開発 に 関連する研究に携わ っ て 以来，ど っ ぷ

りは まっ て （？）今に 至 っ て い ます．現在は学振特別研

究員として ペ ネトレータ の 実機 に対して より有効な熱試

験 を実施するべ く検討 を行 っ て い ます．今年の 4月 に

実施したペ ネトレータ新機体 （貫入試験 モ デ ル ）で の

熱試験 で は，月熱流量計測精度上に与える影響が最

も大きい ペ ネトレ
ー

タ構体 （炭素繊維強化 プ ラ ス チ ッ

ク）の 熱伝導率の 情報を抽出するべ く改良を行い ，有

用なデータを取得で きました．今後，新規の 貫入試験

モ デ ル に つ い て貫入前後の 2回，実機 （2機）につ い て

各1回，計4回実施する予定で す．月に行 っ て取得さ

れるデ
ータが出来るだけ有意義なデ

ータとなるよう，最

善を尽くして い く所存で す．

　今後ともどうぞ よ ろ しくお 願 い します．

N 工工
一EleotF ，oniq 　Mbraly ．


